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2019年2月

投融資指針
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サステナブル投融資方針ESG投融資目標

2020年7月

2021年6月

ESG投融資目標、
マテリアリティ制定

人権方針

2021年4月

サステナビリティ推進
委員会

2019年6月

KFG賛同
（地銀2例目）

CO２排出量算定
（スコープ3開示）

2020年7月 2021年7月

シナリオ分析結果、
CO2排出量目標

2021年12月

カーボンニュートラル宣言
（2050年）

PCAF加盟
（投融資先排出
量算定）

カーボンニュートラル
宣言（2030年）

TNFDフォーラム加入

2022年8月

2021年9月 企業年金基金署名（銀行基金初）

KFG署名

2020年9月

KFG加入

加入

署名

2022年4月

JBIB加入 KFG賛同（予定）

2022年1月

2022年6月

2023年3月

2023年4月

2023年5月

2023年8月

2023年下期

2023年下期

マテリアリティ見直し
（予定）

2021年1月

環境方針制定

グリーン購入方針

2020年3月
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サステナビリティ推進の取り組み



インパクト志向金融宣言の署名目的

国内外のベストプラクティスや先行事例等インパクトファイナンスの
推進に関するノウハウの習得

インパクトファイナンスに関するネットワーク構築

目
的

2023年8月、グループ4社（肥後銀
行、企業年金基金、肥銀キャピタル、
九州みらいインベストメンツ）で署名

肥後銀行
企業年金基金

肥銀キャピタル

九州みらいインベストメンツ

署
名

環境や社会問題の解決に導く
インパクト志向の投融資活動を
持続的に発展させるため、

組織を横断した協調的な活動を行い、
インパクトファイナンスの量的拡大・質的向上

を目指す国内のイニシアティブ
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インパクト志向の投融資活動の実践状況

開業資金がなくても
挑戦できる日本で唯一の場所を目指す

弊行頭取の笠原（開業セレモニーにて）

コロナ禍でさまざまな業種の企業が廃業に追い込まれる中で、
産官学金が連携し、地域の起業家を支援する枠組みを構築。

スタートアップハブ
くまもと
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累計実績（～2023年2月末）

項目 実績

開業相談件数 762件

新規開業/融資金額 385件/31億5千万円

雇用創出数 1051人

創業・開業ファンド 65件/1億4,460万円

セミナー 61回/1,574人参加

ビジネスマッチング 262件



「ポジティブ・インパクト・ファイナンス（PIF）」の事例

法人のお客様

ポジティブ
インパクト

ネガティブ
インパクト

環 境 社 会 経 済
外部評価機関

（格付投資情報センター）

地方経済総合研究所
（地元シンクタンク）

ご融資契約

インパクト分析・評価

SDGsに関する中長期的な方針・KPI策定

外
部
環
境

セカンドオピニオン

企 業 活 動
連携
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環境・社会課題へ取り組むことで、
サプライチェーンでの評価向上に

繋がった自動車
小売業

産業廃棄
物処理業

「産業廃棄物処理量」をKPIとして
事業活動に取り組むことで、
社会課題解決に貢献したい！

ファイナンス実行先の声
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加入者とのエンゲージメント活動（2023年度アンケート）

従業員の8割以上が「PRI署名」と「ESGの運用」に賛同

1.とてもよい

2.まあよい

3.あまりよくない

4.まったくよくない

5.その他

6.わからない

とても良い+まあ良い
＝82％

1.してほしい

2.どらかといえばしてほしい

3.どちらかといえばしてほしく

ない

4.してほしくない

5.わからない

当行企業年金基金のPRI加盟について
どのように思いますか

環境や社会問題の解決に導くインパクトを重視した投
資で運用することについて、どのように思いますか

35％

49％

してほしい+どちらといえ
ばしてほしい＝84％

42％

40％

とてもよい

まあよい

してほしい

どちらかといえば
してほしい



地域・お客さまとともにSDGs／カーボンニュートラルを実現

金融機関と連携し
国内の脱炭素化

インパクトファイナンス
推進、ESG商品開発

カーボンオフセット推進
（Jクレジット仲介）

SDGs／脱炭素分野の先駆的取り組み

九州地銀11行
連携協定

九州地銀連携による持続可能な地域社会の実現 独自開発のCO2算出システムの全国展開

経済資本

地域経済
の活性化

経 済

社会関係資

本・文化資本

豊かな
まちづくり

社 会

自然資本

環境保全

環 境 環境・社会
課題対応

サプライチェーン
強靭化

脱炭素の
加速

コンサルメニュー拡充
（人権対応、生物多様性保全）
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■本紙記載の情報は、法律上、会計上、税務上の助言を含むものではありません。法律上、会計上、税務上の助言を必要とされる場合は、そ
れぞれの専門家にご相談ください。

■本紙記載の情報の貴社への開示は貴社の守秘義務を前提とするものです。当該情報については、貴社内部の利用に限定され、その内容の第
三者への開示は禁止されています。

■本紙記載の情報の著作権は原則として弊行に帰属します。いかなる目的であれ本紙の一部または全部について無断で、いかなる方法において
も複写、複製、引用、転載、翻訳、貸与等を行うことを禁止します。

■本紙記載の情報は、弊行が信頼できると考える各方面から取得しておりますが、その内容の正確性、信頼性、完全性を保証するものではありま
せん。弊行は当該情報に起因して発生した損害については、その内容如何に関わらず一切の責任を負いません。

以 上


